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なかまでつなごう
市民リレー

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリ
と輝く中間市民を紹介します。

佐
さ さ き

々木 孝
たかし

さん（中尾・33歳）

店の歴史を感じながら
　祖父母の代から続き、今年で創業 67
年目を迎える焼肉店「中間ホルモン」の
店長をしています。大学生時代にここで
アルバイトをしたものの、卒業後は別の
道に進むつもりでした。しかし、自分の
進路について見つめ直し、この店を継ご
うと決心したのが人生のターニングポイ
ントとなりました。
　経理など初めての仕事も多く、毎日が
勉強ですが、食品の管理には最も注意
を払っているので絶対の自信があります。
また、プライベートでは毎日10㎞のラン
ニングを行ったりと、仕事との区別をつ
けるようにしていますが、職業柄、スー
パーに行くとついお肉をチェックしてしま
いますね。
　今の目標は、この歴史ある店を創業
100 年まで続けることです。月１回欠か
さず行っている祖父母の墓参りで、その
節目を報告できるようにこれからもがん
ばっていきます。

表紙のはなし ーCOVER STORYー

昨年、八幡西区から転入し
てきた沖

お き

さん一家。心
こ ひ な

花
ちゃん（写真＝右）は絵本が
大好きで、家族と中間市民
図書館によく来るそうです。
この日も図書館のおはなし
会に参加した後に気になる
本を見つけ、お母さんに読
み聞かせをおねだり。お母
さんの読み聞かせにすてき
な笑顔をみせていました。

心と体に栄養を
私たちの生活と密接に関係する「読書と運動」。
対照的とも言えるこの２つには、人の心を育て、健康であり続ける
ために必要な習慣という共通点があります。
心と体を育むために必要な栄養とは――
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図
書
館
で
本
と
出
会
お
う

　
読
書
活
動
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
の
が
「
図
書
館
」
で
す
。
平

成
29
年
度
、
中
間
市
民
図
書
館
に

は
市
の
人
口
の
３
倍
以
上
に
あ
た

る
１
４
０
、８
７
８
人
が
来
館
し
、

約
18
万
冊
の
本
が
貸
し
出
さ
れ
ま

し
た
。
図
書
館
は
誰
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
、
た
く
さ
ん
の
本
と
出

会
い
、
そ
し
て
読
書
の
楽
し
さ
を

発
見
で
き
る
場
所
で
す
。

　
平
成
30
年
11
月
に
は
、
市
民
図

書
館
に
「
読
書
記
録
通
帳
機
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本

の
貸
出
履
歴
を
読
書
通
帳
に
印
字

し
、
自
分
の
読
書
履
歴
を
目
に
見

え
る
形
に
し
た
も
の
で
す
。
読
書

意
欲
の
促
進
と
と
も
に
、
将
来
通

帳
で
子
ど
も
の
成
長
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
る
と
好
評
で
、
多
く

の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
読
み
聞
か
せ

　
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の
喜
び
を

伝
え
る
た
め
、
市
民
図
書
館
で

は
「
お
は
な
し
会
」
を
月
に
３
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
お
は
な

し
会
で
読
み
聞
か
せ
を
行
う
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
１
つ
「
ほ
っ
と

ブ
ッ
ク
な
か
ま
」
の
代
表
・
山や

ま
な
か中

民た

み

え恵
さ
ん
は
「
読
み
聞
か
せ
は
、

子
ど
も
た
ち
に
直
接
語
り
か
け
る

の
で
読
み
手
の
思
い
が
伝
わ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
日
本
語
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
る
力
も
あ
り
ま
す
」

と
語
り
ま
す
。心
と
心
が
繋
が
り
、

子
ど
も
と
の
距
離
が
縮
ま
る
の
も

読
み
聞
か
せ
の
魅
力
な
の
で
す
。

大
人
に
も
良
い
こ
と
ば
か
り

　
読
書
は
大
人
に
と
っ
て
も
新
し

い
知
識
や
価
値
観
を
得
る
機
会
と

な
り
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
時
間

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
読
書
を
趣

味
と
す
る
高
齢
者
も
増
加
し
て
お

り
、
市
民
図
書
館
利
用
者
の
約
半

数
は
65
歳
以
上
で
す
。

　
ま
た
、
徒
歩
や
自
転
車
で
ま
ち

の
図
書
館
に
通
う
こ
と
が
適
度
な

運
動
と
な
る
た
め
、
読
書
好
き
な

人
は
健
康
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
に
週
２
回
歩
い
て

市
民
図
書
館
を
訪
れ
る
と
い
う
女

性
は
「
退
職
を
機
に
図
書
館
を
利

用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
図

書
館
ま
で
の
30
分
の
道
の
り
も

ち
ょ
う
ど
い
い
運
動
で
す
ね
」
と

話
し
、
読
書
を
取
り
巻
く
環
境
が

健
康
に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
読
書
か
ら
正
し
い
知
識
や
言
葉

を
学
び
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と

は
、
子
ど
も
で
も
大
人
で
も
重
要

で
す
。
ぜ
ひ
自
宅
に
眠
っ
て
い
る

本
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
図

書
館
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
改
め
て
本
の
魅
力
に
気
付
い

た
と
き
、
あ
な
た
の
心
と
体
は
健

康
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
本
に
触
れ
よ
う

　
私
た
ち
の
多
く
は
、
幼
少
期
に

保
護
者
か
ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
受
け
ま
す
。
そ
れ
が
本
に
触
れ

る
初
め
て
の
機
会
と
な
り
、
自
然

と
興
味
を
持
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
読
書
は
感
受
性
や
語ご

い彙
力
、
集

中
力
な
ど
を
養
う
の
に
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
幼
少

期
に
た
く
さ
ん
の
本
と
出
会
う
こ

と
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
人
間
形

成
の
大
き
な
助
け
と
な
り
、
こ
の

時
期
に
身
に
付
い
た
読
書
の
習
慣

は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
失
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
幼
い
子
ど
も
に
と
っ
て
、
本
に

触
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
の
は
主

に
家
庭
で
す
。
し
か
し
、
ど
の
よ

う
な
本
を
選
び
、
ど
の
よ
う
に
読

み
聞
か
せ
を
す
れ
ば
い
い
の
か
が

わ
か
ら
ず
、
頭
を
悩
ま
せ
る
保
護

者
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

読
書
推
進
の
取
り
組
み

　
中
間
市
で
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

本
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
子
育
て
に
読
み
聞
か

せ
を
取
り
入
れ
や
す
く
す
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
で
は
７・

８
か
月
児
を
対
象
に
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は

３
歳
の
「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
と

小
学
１
年
生
の「
サ
ー
ド
ブ
ッ
ク
」

へ
と
つ
な
が
り
、
各
成
長
段
階
に

合
わ
せ
た
本
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　
ま
た
、
配
本
車
を
使
っ
て
市
内

の
幼
稚
園
・
保
育
園
、
高
齢
者
施

設
な
ど
を
定
期
的
に
回
り
、
本
の

貸
し
出
し
を
行
う
い
わ
ゆ
る
「
移

動
図
書
館
」
も
行
っ
て
お
り
、
誰

も
が
本
を
手
に
取
り
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
読
書
活
動
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

読書で育む心
　子どもたちは本を読むことで感性を養い、大人は本から新たな知識を得ます。心と
体を健康に保つのに重要な役割を果たすのが「読書」です。
　活字離れが心配される今だからこそ、読書の大切さについて改めて考えます。

１

２

４

１�．幼い子どもも読み聞かせに聞き入る。
２�．配本車が到着し列をつくる子どもたち。
３�．市民図書館に設置された「読書記録通帳機」。

本の貸出日と題名、作者、価格が印字される。

４�．おはなし会では、読み聞かせだけでなく手作りの人形などを使い子どもたちに楽し
い時間を提供する。

５．読書ボランティアのみなさんは、優しい口調で子どもたちに語りかける。

３

５

ほっとブックなかま　山中 民恵 さん

本の力で心豊かに育ってほしい

　ほっとブックなかまは「子どもたちが心豊
かに育ってほしい」という思いで学校や図書
館で読み聞かせを行っています。読み聞かせ
には、心の奥に残るようなテーマを選んでい
ます。私たちがおもしろいと思う本や長く読

み継がれている名作を選ぶのも大切です。
　本には心を育て、感動を与える大きな力が
あるので、読み聞かせをぜひ子育てに取り入
れ、さらに次の世代へとつなげてほしいと願
っています。
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高
齢
化
が
進
む
中
間
市

ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
健
康
に

　
中
間
市
の
高
齢
化
率
は
36
％
を

超
え
、
県
内
で
も
高
い
水
準
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
い
く
つ
に

な
っ
て
も
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
と
、
平
成
30
年
２
月
か
ら
希
望

が
あ
っ
た
地
区
で
、
65
歳
以
上
を

対
象
に
ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
は
、
直
径

約
１
ｍ
の
フ
レ
ー
ム
に
Ｕ
字
型
の

手
す
り
が
付
い
て
お
り
、
安
全
性

が
高
い
う
え
に
膝
へ
の
負
担
も
軽

い
の
で
高
齢
者
の
運
動
に
適
し
て

い
ま
す
。

注
目
さ
れ
る
理
由
と
は

　
市
内
の
各
教
室
で
運
動
指
導
を

行
う
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

日
本
ケ
ア
・

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
」
の
報
告
に

よ
る
と
、
ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を

使
っ
た
運
動
は
血
流
の
改
善
や
脳

の
活
性
化
、
骨
密
度
の
上
昇
な
ど

に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
効
果
に
よ
り
、
高
齢
者
に
と
っ

て
は
健
康
に
日
常
生
活
を
送
れ
る

期
間（
健
康
寿
命
）が
延
び
ま
す
。

ま
た
、
行
政
に
と
っ
て
は
住
民
の

活
力
増
進
や
社
会
保
障
費
の
抑
制

が
期
待
さ
れ
る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も

多
い
こ
と
か
ら
、
ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
運
動
が
今
大
き
く
注
目
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

大
勢
で
賑
わ
う
教
室

　
木
曜
日
の
昼
下
が
り
、
池
田
町

公
民
館
に
続
々
と
人
が
入
っ
て
い

き
ま
す
。
目
的
は
週
１
回
行
わ
れ

る
「
ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
わ
い
わ

い
教
室
」
で
す
。
池
田
町
教
室
は

平
成
30
年
11
月
に
発
足
し
、
現
在

市
内
に
13
地
区
あ
る
教
室
の
中
で

最
も
新
し
い
教
室
で
す
。
参
加
者

は
33
人
と
最
も
多
く
、
そ
の
大
半

が
女
性
。
全
員
の
仲
が
良
い
の
が

特
色
で
、
会
場
は
い
つ
も
笑
い
声

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
は
楽
し
み
な
が
ら

　
ま
ず
最
初
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と

血
圧
測
定
、
そ
の
後
に
出
欠
確
認

と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。
ス

ト
レ
ッ
チ
は
30
分
か
け
て
全
身
を

く
ま
な
く
ほ
ぐ
し
ま
す
。

　
次
は
い
よ
い
よ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

を
使
っ
た
運
動
に
入
り
ま
す
。
音

楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
か
け
声
で
１
～
３

分
間
、
基
本
的
な
上
下
運
動
と
足

を
前
後
左
右
に
上
げ
る
動
作
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
楽
し
み
ま

す
。
ま
た
、
運
動
後
は
入
念
に
ス

ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
ゆ
っ
く
り
と

体
と
心
を
落
ち
着
か
せ
ま
す
。

　
印
象
深
い
の
は
、
常
に
笑
顔
が

絶
え
な
い
こ
と
で
す
。
運
動
直
後

は
、
息
を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
も
そ

の
表
情
は
明
る
く
、
す
ぐ
に
周
囲

と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
見
た
魅
力

　
森も

り
も
と本
邦く

に
え枝
さ
ん
は
「
み
ん
な
と

一
緒
だ
か
ら
こ
そ
運
動
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
体
力
も
つ
い

た
気
が
し
ま
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
の
も
う
れ
し
い
で
す

ね
。
ま
た
、
同
年
代
の
人
た
ち
と

触
れ
合
え
る
の
で
、
健
康
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
も
多
い

で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
参
加
者
も
「
た
く

さ
ん
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
」「
外
出
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま

す
。
参
加
者
の
声
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
楽
し
み
を
持
っ
て
教
室
に

通
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
だ
け
で
は
な
い

　

ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
運
動
は
、

高
齢
者
に
適
し
た
動
作
を
取
り
入

れ
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
と
い
う

介
護
予
防
活
動
の
一
環
を
な
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
緒
に
な
っ
て

体
を
動
か
し
世
間
話
を
す
る
こ
と

で
、
参
加
者
に
外
出
し
よ
う
と
す

る
意
識
を
生
み
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
す
る
の
で
す
。

　
ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
わ
い
わ
い

教
室
は
、
健
康
の
た
め
に
体
を
動

か
す
と
い
う
本
来
の
目
的
に
留
ま

ら
ず
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
交
流

し
、
ま
ち
の
活
力
を
創
出
す
る
大

切
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
が
ま
ち
を
元
気
に
。
健
康
と

地
域
の
輪
を
育
む
こ
の
教
室
は
、

中
間
市
を
元
気
に
す
る
み
な
さ
ん

の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ケアトランポリンわいわい教室

ケアトランポリンで育む
介護予防・地域の輪

　現在、市内 13 の地区で行われているケアトランポリン教室。
ケアトランポリンは、介護予防活動の一環として、また健康寿命
を延ばす効果が期待される運動として注目を集めています。
　今回、参加者が最も多い池田町の教室を訪れ、楽しみながら体
を動かすみなさんを取材しました。

地区名
通谷二区 通谷四区

朝霧 通谷三区
七重 浄花町

土手ノ内三丁目 高見
中鶴三区 土手ノ内二区

土手ノ内一丁目 下蓮花寺
池田町 　

ケアトランポリンわいわい教室
開催地区

石
い し だ

田 輝
て る お

男 さん
（池田町自治会長）

みんなで支え合う教室に
　池田町の教室は、地域のみなさんの要
望に応える形で、自治会が中心となって
立ち上げました。池田町の高齢者は健康
への関心が高く団結力も強いので、開始
当初からたくさんの人が参加してくれて
おり教室はとても活気に溢れています。
　今後も楽しく体を動かすことはもちろ
んですが、みなさんがいつまでも元気で
いられるよう、お互いに体調を気遣い健
康管理を行う教室にしたいと思います。

森本 邦枝 さん

（平成31年１月末現在）

●問合先…介護保険課　☎（２４５）７７１６

１．2．運動前にストレッチを入念に行い、全身をほぐしていく。　３．４．インストラクターのかけ声に合わせトランポリン運動を行う参加者たち。

２１

３ ４

５．公民館前。参加者の仲が良いのが伝わる。
６．別のグループが運動中も手拍子で盛り上げる。

５

６
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中間市役所 公式ＨＰＱＲコード 中間市公式 Facebook QR コード
【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

「ＮＨＫのど自慢」の出場者・観覧者募集
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２３４

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
」
を
実
施

し
ま
す
。
予
選

会
へ
の
出
場
と

本
番
の
観
覧
を

希
望
す
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

●
出
演
者

○
予
選
を
通
過
し
た
約
20
組

○
ゲ
ス
ト

・
大お

お
つ
き月
み
や
こ
さ
ん

・
新に

い
ぬ
ま沼
謙け

ん
じ治
さ
ん

●
申
込
方
法　
郵
便
往
復
は
が
き

※
観
覧
・
出
場
は
、
応
募
先
・
記

入
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

○
観
覧
…
次
の
内
容
を
、
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

・「
往
信
用
表
面
」
に
宛
先
〒
809
‐

８
５
０
１　

中
間
市
企
画
政
策

課
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
観
覧
係

・「
往
信
用
裏
面
」
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
名
前
・
電
話
番
号

・「
返
信
用
表
面
」
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
名
前

・「
返
信
用
裏
面
」
は
白
紙

※
本
番
当
日
、
１
歳
以
上
は
入
場

整
理
券（
１
枚
２
人
入
場
可
）が
必

要
で
す
。

○
出
場
…
次
の
内
容
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

・「
往
信
用
表
面
」
に
宛
先
〒
810
‐

８
５
７
７　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送

局
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
出
場
係

・「
往
信
用
裏
面
」
に
①
郵
便
番
号

②
住
所
③
名
前（
ふ
り
が
な
）④

年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話
番
号
⑦
職

業（
学
生
は
部
活
動
な
ど
も
記

入
）⑧
曲
目
と
歌
手
名
⑨
選
曲

理
由

・「
返
信
用
表
面
」
に
応
募
代
表
者

の
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前

・「
返
信
用
裏
面
」
は
白
紙

●
申
込
締
切

○
観
覧
…
３
月
28
日
木（
必
着
）

○
出
場
…
３
月
19
日
火（
必
着
）

●
出
場
応
募
の
注
意
事
項

○
中
学
生
以
上
で
、
原
則
ア
マ
チ

ュ
ア
の
人
が
対
象
で
す
。

○
中
学
生
は
予
選
会
・
本
選
の
ど

ち
ら
も
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
保
護
者
の
名
前
と
電
話

番
号
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
出
場
の
応
募
は
１
人（
組
）１
通

ま
で
で
す
。

○
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
む
場
合
は

出
場
者
全
員
の
名
前（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
、
職
業
を

明
記
の
う
え
、
代
表
者
が
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
応
募
後
の
曲
目
、
出
場
者
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
観
覧
・
出
場
応
募
の
注
意
事
項

○
出
場
者
は
250
組
程
度
を
選
出

し
、
観
覧
者
は
抽
選
の
う
え
、

案
内
を
４
月
12
日
金
ご
ろ
に
発

送
し
ま
す
。

○
「
返
信
用
裏
面
」
に
は
選
出
結

果
を
印
刷
す
る
た
め
、
白
紙
の

ま
ま
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
シ

ー
ル
や
修
正
液
な
ど
も
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は

無
効
で
す
。

○
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
選
出
・

抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
は
受
信
料
の
お
願
い
に

使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
期

日

○
本
番
…
４
月
28
日
日

○
予
選
会
…
４
月
27
日
土

●
時

間

○
本
番
…
11
時
45
分
～
13
時
30
分

（
開
場
は
11
時
～
）

○
予
選
会
…
11
時
40
分
～

※
結
果
発
表
は
予
選
会
当
日
の
17

時
30
分
ご
ろ
に
行
い
ま
す
。

●
場

所

　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
料

金

　
出
場
・
観
覧
と
も
に
無
料

●
放
送
日
時　
４
月
28
日
日
・
12

時
15
分
～
13
時（
生
放
送
）

※
総
合
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
第
１
、

国
際
放
送
で
放
送
し
ま
す
。

●
問
合
先　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局

　
広
報
・
事
業
部

　
☎
０
９
２（
７
２
４
）２
２
６
６

※
平
日
10
時
～
18
時
ま
で
で
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
な
か
ま
元
気
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
」
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
の
健
康
づ
く
り
や
体
力
増

進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
性

別
や
年
代
に
関
係
な
く
「
い
つ

で
も
」「
だ
れ
で
も
」「
好
き
な

ス
ポ
ー
ツ
」
を
気
軽
に
楽
し
め

る
「
総
合
型
」
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
す
。

　

４
月
か
ら
新
た
に
始
ま
る
新

年
度
の
教
室
の
会
員
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ

ま
た
は
電
話
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
教
室
内
容

〇
い
き
い
き
健
康
教
室（
大
人
）

〇
な
か
ま
ダ
ン
ス
教
室（
子
ど
も
）

〇
な
か
ま
っ
子
総
合
ス
ポ
ー
ツ

教
室（
小
学
生
）

〇
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
（
小
学
生
～
大
人
）

●
料

金

○
大
人
会
員（
18
歳
以
上
）
…

　
年
間
１
０
、０
０
０
円

〇
子
ど
も
会
員（
18
歳
未
満
）

…
年
間
７
、０
０
０
円

※
別
途
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料

（
年
間
）が
か
か
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　
窓
口

●
申
込
先

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

元気スポーツクラブ会員募集
●問合先　体育文化センター　☎（２４６）２８０１

　

第
７
期
中
間
市
高
齢
者
総
合

保
健
福
祉
計
画（
平
成
30
～
32

年
度
）に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
開
設
、
運

営
す
る
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
募
集
施
設　
看
護
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
と
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活
介
護
の
併

設
型
事
業
所
…
１
か
所

●
募
集
締
切　
２
月
28
日
木

●
応
募
要
件　
次
の
全
て
に
当

て
は
ま
る
こ
と

○
法
人
で
あ
る
こ
と（
法
人
種

別
は
不
問
）

○
３
年
以
上
の
介
護
保
険
事
業

運
営
の
実
績
を
有
し
、
法
人

と
し
て
適
正
か
つ
安
定
し
た

経
営
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

○
土
地
・
建
物
は
自
己
所
有
ま

た
は
賃
貸
契
約
な
ど
で
長
期

間（
原
則
と
し
て
10
年
以
上
）

確
実
に
確
保
で
き
る
事
業
者

で
あ
る
こ
と

○
平
成
31
年
度
中
に
開
設
可
能

で
あ
る
こ
と

●
申
込
先　
介
護
保
険
課

地域密着型サービス整備事業者を公募
●問合先　介護保険課　☎（２４６）６２８３

　

共
働
き
世
帯
な
ど
、
保
護
者

が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生

の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業（
学

童
保
育
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
家
庭
は
、

各
学
童
保
育
所
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間　
２
月
12
日
火
～

３
月
１
日
金

●
申
込
先

○
北
学
童
保
育
所

　
（
中
間
北
小
学
校
敷
地
内
）

　
☎（
２
４
６
）２
６
４
５

○
東
学
童
保
育
所

　
（
中
間
東
小
学
校
敷
地
内
）

　
☎（
２
４
４
）２
６
９
０

○
西
学
童
保
育
所

　
（
中
間
西
小
学
校
敷
地
内
）

　
☎（
２
４
５
）０
５
５
４

○
南
学
童
保
育
所

　
（
中
間
南
小
学
校
敷
地
内
）

　
☎（
２
４
５
）４
５
１
７

○
底
井
野
学
童
保
育
所

　
（
底
井
野
小
学
校
敷
地
内
）

　
☎（
２
４
６
）５
０
３
５

○
中
間
学
童
保
育
所

　
（
中
間
小
学
校
敷
地
内
）

　
☎（
２
４
６
）１
０
２
３

○
中
間
東
幼
稚
園
学
童
保
育
ク

ラ
ブ（
中
間
ひ
が
し
小
規
模

保
育
園
敷
地
内
）

　
☎
０
８
０（
３
９
０
０
）０
９
６
８

●
受
付
時
間　
14
時
～
17
時

学童保育所の入所申込受付
●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

　

人
は
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱

え
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
講
演

会
に
参
加
し
て
、
こ
こ
ろ
に
悩

み
が
あ
る
人
へ
の
声
の
か
け
方

や
適
切
な
関
わ
り
方
を
学
び
、

身
の
回
り
で
活
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
福
岡
県
立
大
学
院
生
が
、

う
つ
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
女
子

学
生
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の

劇
を
行
い
ま
す
。

　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

●
演

題

　

こ
こ
ろ
の
危
機
に
関
す
る
基

礎
知
識
と
関
わ
り
方

●
講

師　
小こ

じ
ま嶋
秀ひ

で
き幹
さ
ん

　
（
福
岡
県
立
大
学　

人
間
社

会
学
部
教
授
、
精
神
科
医
）

●
日

時　
３
月
11
日
月
・
13

時
30
分
～
15
時
30
分（
受
付

は
13
時
～
）

●
定

員　
50
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
、
メ
ー
ル

●
必
要
事
項　
名
前
、
連
絡
先

（
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
）、
住

所
ま
た
は
所
属

●
場
所
・
申
込
先　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
〒
809
‐
０
０
１
４　

蓮
花
寺
三
丁
目
１
‐
６
）

　
℻（
２
４
６
）３
０
２
４

○
メ
ー
ル
…

　

genki@city.nakama.lg.jp

いのちを守る講演会
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

〒810-8577

NHK 福岡放送局

「NHK のど自慢」出場係

　 　   （住所不要）

※何も記入しない
　でください。

応募代表者の
○郵便番号
○住所
○名前

①郵便番号
②住所
③名前（ふりがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業（学生は部活動
　なども記入）
⑧曲目と歌手名
⑨選曲理由

〒809-8501

中間市企画政策課

「NHK のど自慢」観覧係

　    　（住所不要）

※何も記入しない
　でください。

応募者の
○郵便番号
○住所
○名前

○郵便番号
○住所
○名前
○電話番号

■出場応募のはがき記入要領

■観覧応募のはがき記入要領

※③④⑤⑦については応募者
全員分を記載してください。
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行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です
ので、直接会場にお越しください。
●�日 時　３月２日土、15 日金・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　秘書広報課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓口
で予約してください。受付時間は月曜～金曜日の午前８時 30
分～午後５時 15 分で、定員は６人です。
●�日 時　3 月２日土、15 日金、28 日木・15 時〜17 時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
●�問 合 先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜16 時
●�場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10 番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問 合 先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●������日 時　３月13 日水・10 時〜16 時（受付は15 時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36 番 10 号）
●問 合 先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

●�期 日　毎月第１火曜日・第３月曜日
●時間・場所
　○13 時〜14 時・福祉支援課（市役所１階）
　○14時30分〜15時30分・ハピネスなかま（第３月曜日は除く）
●問 合 先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

さまざまな女性問題に対し、１人１人に合わせた相談に応じます。
●�受 付　月曜日～金曜日・８時 30 分～17 時 15 分
●場所・問合先　人権センター　　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

両親学級
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

　

中
間
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
法
に
基
づ
き
、
毎
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
農
地
の

賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
市
内
の
市
街
化
調

整
区
域
内
に
お
け
る
平
均
賃
借
料

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
均
賃
借
料

　
１
１
、０
０
０
円
／
10
ア
ー
ル

※
件
数
150
件
の
う
ち
最
高
金
額
は

１
３
、０
０
０
円
。
最
低
金
額
は

100
円
で
す
。

農地の平均賃借料
●問合先　中間市農業委員会　☎（２４６）６２３５

　

親
子
で
一
緒
に
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
と

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
・
骨
盤
矯
正
も

兼
ね
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
に
の
っ

て
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

●
日

時　
２
月
28
日
木
・
10
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場

所

　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
対

象　

１
歳
６
か
月
～
４
歳

ぐ
ら
い
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
持
ち
物　
飲
み
物
、
運
動
が
で

き
る
服
・
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
定

員　
40
人
程
度

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場

に
直
接
来
て
く
だ
さ
い
。

親子エアロビクス
●問合先　子育て支援センター　☎（２４５）５５５７

　

妊
娠
中
を
健
康
に
過
ご
し
、
元

気
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

た
め
に
、
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
か
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ

イ
ン
ト
対
象
事
業
で
す
。

●
日

時　
３
月
10
日
日
・
10
時

～
正
午（
受
付
は
９
時
30
分
～
）

●
内

容　
助
産
師
に
よ
る
講
話
、

沐も
く
よ
く浴
の
実
習

●
対

象　
妊
婦
と
配
偶
者
ま
た

は
妊
婦
の
家
族

●
持
ち
物

　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
３
月
５
日
火

●
場
所
・
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

中間市役所 公式ＨＰＱＲコード 中間市公式 Facebook QR コード
【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

【開庁日時】
　土曜・日曜日、祝日、年末年始
　（12 月 29 日～１月３日）を除く
　8 時 30 分～ 17 時 15 分

　

中
間
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
と
行
動
計
画
改
訂
案
に
対
す

る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
計
画
概
要

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
誰
も
が
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
平
成
16
年
に
「
中
間

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
本
年
度
が
改

正
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
実
態
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

応
じ
た
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
締
切

　
２
月
28
日
木（
必
着
）

●
提
出
方
法

　
メ
ー
ル
、
郵
送
、
窓
口

※
意
見
は
集
約
の
う
え
公
表
し
、

個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
資
格　
市
内
在
住
・
在

勤
者
、
通
学
者
、
こ
の
計
画
に

利
害
関
係
の
あ
る
個
人
・
団
体

●
資
料
閲
覧
場
所　
人
権
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
・
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
、
東
部・西
部
出
張
所
、

中
央
公
民
館
、
市
民
図
書
館
、

働
く
婦
人
の
家
、
ハ
ピ
ネ
ス

な
か
ま
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
応
募
先　
人
権
男
女
共
同
参

画
課（
〒
809
‐
０
０
１
１　

岩

瀬
一
丁
目
17
‐
１
）

○
メ
ー
ル
…

　

jinkendanjyo@city.nakama.
lg.jp

パブリックコメントを募集
●問合先　人権男女共同参画課　☎（２４５）３５１１

　

高
齢
者
向
け
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
足
腰
な
ど
の

筋
力
が
衰
え
な
い
よ
う
に
、
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
が
楽
し
く
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
の

器
具
を
使
用
せ
ず
に
運
動
や
体

操
を
行
う
の
で
、
膝
や
腰
へ
の

負
担
が
少
な
く
、
運
動
が
苦
手

な
人
で
も
安
心
し
て
参
加
で
き

ま
す
。
自
宅
で
も
簡
単
に
反
復

で
き
る
の
で
、
無
理
な
く
続
け
て

介
護
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
期

日　
４
月
～
９
月
の
毎

週
水
曜
日（
全
24
回
）

●
時

間　
10
時
～
11
時
30
分

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
対

象　
65
歳
以
上
の
人
で

医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示

を
受
け
て
い
な
い
人

●
定

員　
20
人

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切

　
２
月
28
日
木
・
先
着
順

●
申
込
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「元気ばい！なかま教室」受講生募集
●問合先　地域包括支援センター　☎（２４５）７７１６

　
「
健
康
な
生
活
は
健
全
な
食

生
活
か
ら
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
健
康
づ
く
り
サ
ポ

ー
ト
教
室
で
は
「
食
事
の
カ
ロ

リ
ー
と
バ
ラ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ

に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く
る
に

は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
食
事
の

栄
養
素
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取

す
る
こ
と
で
効
果
的
に
働
き
ま

す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
か

た
や
栄
養
素
の
は
た
ら
き
な
ど

を
学
び
、
そ
の
後
に
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日

時

　

３
月
７
日
木
・
９
時
30
分
～

正
午（
受
付
は
９
時
～
）

●
料

金　
400
円（
材
料
費
）

※
締
切
後
の
取
り
消
し
や
当
日

欠
席
の
場
合
は
、
参
加
料
400
円

を
い
た
だ
き
ま
す
。

●
対

象　
市
内
在
住
者

●
持
ち
物

○
筆
記
用
具

○
エ
プ
ロ
ン

○
三
角
布

○
タ
オ
ル

●
定

員　
30
人

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切　
２
月
28
日
木

●
場
所
・
申
込
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℻（
２
４
６
）３
０
２
４

健康づくりサポート教室
●問合先　保健センター　☎（２４６）１６１１

負荷の少ない運動で、気
軽にトレーニング。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め｢

男
女
共
同

参
画
審
議
会｣

を
設
置
し
て
い

ま
す
。
審
議
会
に
み
な
さ
ん
の

意
見
を
広
く
取
り
入
れ
る
た
め
、

委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

●
委
員
任
期

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
～

　
２
０
２
１
年
３
月
31
日

●
応
募
資
格　
市
内
在
住
の
20

～
70
歳
で
、
男
女
共
同
参
画

に
関
心
が
あ
る
人

●
募
集
人
数　
４
人
程
度

※
選
考
結
果
は
後
日
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
２
月
13
日
水
～
３
月
８
日
金

●
応
募
方
法　
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

窓
口
、
メ
ー
ル

※
応
募
申
込
書
に
応
募
の
動
機

（
様
式
自
由
・
400
～
800
字
程
度

の
作
文
）を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
申
込
書
は
人
権
セ
ン
タ

ー
、
市
役
所
案
内
、
東
部
・
西

部
出
張
所
ほ
か
市
内
各
施
設
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
先　
人
権
男
女
共
同
参

画
課（
〒
809
‐
０
０
１
１　

岩

瀬
一
丁
目
17
‐
１
）

　
℻（
２
４
５
）３
５
１
９

○
メ
ー
ル
…

　

jinkendanjyo@city.nakama.
lg.jp

男女共同参画審議会委員を募集
●問合先　人権男女共同参画課　☎（２４５）３５１１
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豊
とよおか

岡金
かねみ つ

満さん（写真＝右）は、紙や木の枝などを使っ
て破魔弓や精霊船を作り続けて46年。ご近所さんに
子どもができたということで、手作りの破魔弓をプレ
ゼントしました。破魔弓とは、正月に男児の前途を祝
う贈り物。破魔弓の贈呈を受けた川

かわは ら

原萌
も え

恵さん（写真＝
左から２人目）は「とても立派なものをいただいた」
と息子の耀

よう

ちゃんへのプレゼントに喜んでいました。

男児を祝う破魔弓12／ 26
～たくましい子に育ちますように～

総合的高齢者対策に関する協定書

近年、高齢者に関する交通事故や特殊詐欺被害、行
方不明事案などが増加・深刻化しています。これらの
問題に対して、市と折尾警察署が連携を強化し、解決
に取り組むため「総合的高齢者対策に関する協定」を締
結しました。福田健次市長と川

かわか み

上文
ふ み お

雄折尾警察署長は
「自治体と警察が密に連携することで、市民の安全・安
心につなげたい」と力を込めました。

１／ 22
～高齢者の安全に向け協力強化～

消防出初式

新年恒例の消防出初式をコミュニティ広場で開催しま
した。市内の各消防分団や中間市婦人防火クラブ、中
間市老人クラブ連合会、幼年消防クラブなどが参加し、
火災予防への意識強化を行いました。また、消防団
員による小隊訓練やポンプ車操法などが披露されまし
た。消防団員は、地域住民の生活や安全を守るために
日々訓練を重ねてきた成果を発揮しました。

１／ 13
～訓練の成果を発揮～

平成最後の成人式をなかまハーモニーホールで行いまし
た。今年、中間市で新成人となったのは344人（男193人、
女151人）。華やかな振袖やスーツに身を包んだ新成人が
集まりました。新たに大人の仲間入りをする下

し も じ

地玲
た ま お

緒さん
（写真＝左から１人目）に将来の夢を聞くと「薬剤師になっ
てたくさんの人を救いたい」と即答。日本の未来を担う若
者たちは、夢に向かって頑張っています。

成人式１／13
～華やかに晴れやかに～

茶道ワークショップ12／ 15
～お茶の世界を体験～

「中間が生んだ茶人仰
お お ぎ

木魯
ろ ど う

堂と仰木政
せい さ い

斎展」（２月24
日日まで）の開催にちなんで、２人がたしなんだ茶道を
体験するワークショップをなかまハーモニーホールで開
催しました。塩

しおた き

滝凪
な ぎ さ

桜さん（写真＝右から３人目）は「お
茶はちょっと苦かったけど楽しかった」と茶道の世界を
楽しみました。みなさんも中間市の偉人である仰木魯
堂・政斎を紹介する展覧会にぜひ来てください。

ラブアースクリーン

希望が丘高校と土手ノ内三丁目自治会が、地域をきれ
いにしようと筑豊電気鉄道「希望が丘高校前駅」の周
辺を約１時間かけて清掃しました。希望が丘高校では、
昨年から１年生全員で市内各地を清掃する「ラブアース
クリーン」を実施しています。それを聞きつけた自治会
のみなさんが「一緒に清掃をしよう」と声をかけたこと
で、高校生と自治会員での清掃活動が実現しました。

12 ／ 13
～自分たちで地域をきれいに～

中間小学校餅つき大会

６年生の卒業に向けての思い出づくりの一環として、中
間小学校で餅つき大会が行われ、５・６年生が順番に
熱々の餅をつきました。６年生の松

まつも と

本彩
さ ら

愛さん（写真＝
左）は「きつかったけど楽しい思い出ができた。自分たち
でついた餅を食べられるのでうれしい」と話してくれまし
た。また、ついた餅は、子どもたちが保護者や地域の
みなさんと一緒に丸め、全校児童に配られました。

１／ 18
～卒業前の思い出づくりを～

遠賀川親子たこあげ大会

今年で 38回目となる「ふるさと遠賀川親子たこあげ大
会」が遠賀川河川敷で開催され、300人以上が参加しま
した。個性豊かなたこは、晴れ渡る空で風に乗って高く
舞い上がり、優雅に泳いでいました。また、「来年も参
加したい」笑顔で話してくれた朝

あさくま

隈皇
き み と

斗くん（写真＝左）
は、たこあげは初めての経験ながらしっかり糸を握り、
上手にたこを操っていました。

１／ 27
～中間の青空がたこで賑わう～
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■
相
談
事
例

　

ゆ
た
ん
ぽ
に
は
、
お
湯
を
入

れ
て
使
用
す
る
タ
イ
プ
、
電
子

レ
ン
ジ
で
温
め
る
タ
イ
プ
、
電

気
蓄
熱
式（
充
電
式
）タ
イ
プ
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
「
使
用
中
に

低
温
や
け
ど
を
負
っ
た
」「
加

熱
し
過
ぎ
て
や
け
ど
を
負
っ

た
」「
リ
コ
ー
ル
対
象
品
と
気

付
か
ず
に
使
用
し
発
火
し
た
」

な
ど
の
事
故
が
毎
年
発
生
し
て

い
ま
す
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

　

低
温
や
け
ど
は
、
心
地
よ
く

感
じ
る
程
度（
体
温
よ
り
少
し

暖
か
い
温
度
）で
も
、
皮
膚
の
同

じ
部
分
が
長
時
間
接
触
し
て
い

る
と
発
生
す
る
や
け
ど
で
す
。

　

熱
い
も
の
に
接
触
し
て
い
る

皮
膚
の
温
度
と
や
け
ど
に
な
る

ま
で
の
時
間
は
お
お
よ
そ
次
の

と
お
り
で
す
。

●
温
度
と
時
間
の
相
関

○
44
℃
…
３
時
間
～
４
時
間

○
46
℃
…
30
分
～
１
時
間

○
50
℃
…
２
分
～
３
分

　

布
団
が
暖
ま
っ
た
ら
、
ゆ
た

ん
ぽ
を
布
団
か
ら
取
り
出
し
て

就
寝
す
る
と
、
低
温
や
け
ど
の

危
険
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
使
い
方
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る
低
温

や
け
ど
対
策
用
品
を
使
う
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

　

低
温
や
け
ど
は
皮
膚
の
深
い

と
こ
ろ
ま
で
達
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
万
が
一
、
低
温
や
け

ど（
皮
膚
の
変
色
や
痛
み
）が
起

き
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
医
師

の
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
リ
コ
ー
ル
対
象
の
製

品
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
ず
に

使
用
す
る
と
発
火
に
よ
る
火
災

な
ど
、
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
家
庭

で
使
用
し
て
い
る
ゆ
た
ん
ぽ
が

リ
コ
ー
ル
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
消
費

者
庁
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト

「
ゆ
た
ん
ぽ
」
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

消費生活センター　☎（２４６）５１１０

くらしのミカタ

ゆたんぽを安全に正しく
使用しましょう

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部を
紹介します。

平成30年度のもえるごみの搬入量は、対29年度比３％の
減量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力
をお願いします。

もえるごみの搬入量状況

30 年度 29 年度 前年当月比 増減率

12 月 890,750㎏ 875,890㎏ 14,860㎏ 1.7％

累計 7,869,420㎏ 8,020,200㎏ △ 150,780㎏ △ 1.9％

や
っち

ゃれ環境

みん
なで

考えよう　地球の未来

環
境保全課　☎（２４５

）５３
００

ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権
のカタチ。作文をとおし
て、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

犬
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う

　
「
歩
道
上
に
飼
い
犬
の
フ
ン
尿

を
片
付
け
ず
に
放
置
し
て
い
て
困

る
」
と
い
う
相
談
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
中
間
市
飼
い
犬
条
例
で
は
、

道
路
上
や
公
園
な
ど
の
公
共
の
場

所
や
、
個
人
の
土
地
や
家
屋
を
汚

物
で
汚
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

フ
ン
尿
の
放
置
は
町
の
景
観
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
な
ど

衛
生
面
で
も
近
隣
住
民
へ
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。
飼
い
犬
の
フ
ン
尿

の
片
づ
け
は
、
飼
主
が
責
任
を
持

っ
て
行
う
こ
と
が
マ
ナ
ー
で
す
。

散
歩
の
と
き
に
は
必
ず
袋
や
水
を

携
行
し
、
犬
を
飼
う
人
も
飼
わ
な

い
人
も
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
犬
の
登
録
は
し
ま
し
た
か

　

新
た
に
犬
を
飼
っ
た
り
譲
り
受

け
た
り
し
た
場
合
は
登
録
な
ど
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

登
録
が
済
ん
だ
犬
に
交
付
さ
れ

る
「
鑑
札
」
に
は
、
登
録
を
行
っ

た
市
町
村
名
・
登
録
番
号
が
記
載

さ
れ
て
い
る
た
め
、
飼
い
犬
が
逃

げ
出
し
た
と
き
や
犬
を
保
護
し
た

と
き
に
、
速
や
か
に
飼
い
主
を
探

し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
く
飼
い
始
め
る
と
き

　

飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防
法
第

四
条
に
基
づ
き
飼
い
犬
の
登
録
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録

が
済
む
と
、そ
の
証
拠
と
し
て
「
鑑

札
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
交
付
手
数
料　
３
、０
０
０
円

市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

譲
り
受
け
た
と
き

　

犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
れ
ば
、

交
付
済
み
の
鑑
札
と
本
市
の
鑑
札

を
無
料
で
交
換
で
き
ま
す
。

　

転
入
の
場
合
は
以
前
の
市
町
村

で
交
付
さ
れ
た
鑑
札
を
、
譲
り
受

け
の
場
合
は
以
前
の
飼
い
主
が
登

録
し
て
い
た
鑑
札
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。
登
録
情
報
の
照
会
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
短
時
間
で
手

続
き
が
終
わ
り
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
と
き

　
飼
い
犬
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、

死
亡
届
出
書
を
環
境
保
全
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
も
忘
れ
ず
に

　

飼
い
犬
に
は
１
年
に
１
回
、
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
注
射
は
、
か

か
り
つ
け
の
動
物
病
院
の
ほ
か
、

毎
年
４
月
の
集
団
注
射
で
も
接
種

で
き
ま
す
。
注
射
を
受
け
た
犬
に

は
、
そ
の
証
左
と
し
て
毎
年
色
が

異
な
る
「
注
射
済
票
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

●
交
付
手
数
料　
550
円

※
い
ず
れ
の
手
続
き
も
、
環
境
保

全
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

いじめの原因のひとつ
は「偏見」だと思います。
心で思っている性別と体
の性別が違う人もたくさ
んいます。勝手なイメー
ジを持たず、しっかりと
した知識を身につけて、
大切な人を傷つけないよ
うにしたいです。

※この作文は、平成 29 年度中に書かれた作品であり、作文の内容と学年の表記は当時のものです。

「
小
さ
な
偏
見
か
ら
始
ま
る
い
じ
め
」

　
中
間
南
中
学
校
２
年大

お
お
い
し石　
美み

お桜　

　

み
な
さ
ん
は
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と

い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

テ
レ
ビ
や
学
校
な
ど
で
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
と
は
、
レ
ズ

ビ
ア
ン
・
ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と

い
う
４
つ
の
言
葉
の
そ
れ
ぞ
れ
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ら
の
言
葉
の
中
で
一
番
み

な
さ
ん
が
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

の
は
、「
ゲ
イ
」
と
い
う
言
葉
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
番
組
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る

「
ゲ
イ
」
の
方
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
人
達
を
テ
レ
ビ
な
ど

で
見
て
バ
カ
に
し
た
り
す
る
人
は

あ
ま
り
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
は
昔
で
も
同
じ
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
は
、
学
校
な
ど
で
人
権
学

習
が
始
ま
る
な
ど
し
て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
」
の
他
に
も
様
々
な
障
が
い
を

持
っ
て
い
る
方
々
へ
の
考
え
方
や

対
応
も
子
供
の
頃
か
ら
自
然
と
身

に
つ
い
て
い
っ
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
何
十
年
か
前
は
人
権
学
習
と

い
う
も
の
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
な
ど
の
方
々

に
偏
見
を
持
ち
、「
ホ
モ
」「
オ
カ

マ
」
な
ど
の
言
葉
が
簡
単
に
口
か

ら
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
で

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
の
方
の
こ
と
も
、
そ

う
じ
ゃ
な
い
方
の
こ
と
も
傷
つ
け

て
し
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
き
っ
か
け
に
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
不
登

校
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
自
ら
命

を
絶
っ
た
人
も
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
言
っ
た
人
は
ふ
ざ
け
て
い
た

り
軽
い
気
持
ち
で
発
し
た
こ
と
だ

と
し
て
も
受
け
取
る
側
に
よ
っ
て

は
自
分
自
身
を
追
い
つ
め
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
言

葉
を
発
し
た
側
が
気
づ
い
た
時
に

は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
友
人
か
ら
性
に
関
す
る

相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
人
が
う
ち
あ
け
て
く
れ

た
時
、
私
は
「
そ
う
な
ん
だ
」
く

ら
い
だ
っ
た
け
ど
、
も
し
か
し
た

ら
「
も
う
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し

よ
」「
気
持
ち
悪
い
」
な
ど
と
思

っ
て
い
た
人
が
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
今
で
は
み
ん
な
が

受
け
入
れ
て
い
て
、
そ
の
友
達
を

か
ら
か
っ
た
り
冷
や
か
す
人
は
い

ま
せ
ん
。

　

こ
こ
ま
で
み
ん
な
に
受
け
入
れ

て
も
ら
う
の
に
は
と
て
も
時
間
が

か
か
っ
た
と
思
う
し
、
辛
い
思
い

も
た
く
さ
ん
し
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
で
す
が
な
ぜ
辛
い
思
い

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
心
で
思
っ
て
い
る

性
別
と
体
の
性
別
が
違
っ
た
だ
け

で
何
も
悪
い
事
は
し
て
い
な
い
の

に
、
こ
こ
ま
で
苦
し
む
必
要
が
あ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
い
じ
め
の
原
因
の
ひ

と
つ
は
「
偏
見
」
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
ま
り
知
識
を
も
た
な
い
ま
ま
イ

メ
ー
ジ
だ
け
で
「
こ
れ
は
こ
う
だ
」

と
決
め
つ
け
て
無
意
識
に
相
手
が

傷
つ
く
よ
う
な
こ
と
が
口
か
ら
出

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
偏
見

を
な
く
す
に
は
そ
の
物
事
に
つ
い

て
勝
手
に
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
し

ま
う
前
に
、
人
を
傷
つ
け
て
し
ま

う
前
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
正
し

い
情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
中

で
偏
見
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
大

切
な
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
ま
ま

終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
間
違
っ
た
情
報
で

誰
か
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
正
し
い
事
を
教
え
て

あ
げ
た
い
で
す
。
直
接
何
か
を
し

て
あ
げ
た
り
と
か
は
で
き
な
い
け

ど
、
そ
れ
が
私
が
今
で
き
る
障
が

い
を
も
っ
た
方
々
、
偏
見
を
も
た

れ
て
苦
し
ん
で
い
る
方
々
へ
の
支

え
に
な
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

隣
保
館
講
座

　

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
隣
保
館

講
座
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
隣
保
館
講
座
で
は
、

健
康
に
着
目
し
た
講
座
を
行
い

ま
す
。
足
指
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
講
師
に
迎
え
て
、
自
分
の

足
の
チ
ェ
ッ
ク
や
足
指
の
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
話
を
し
て
も
ら

い
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
の
で

興
味
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
講 

座 

名
「
健
康
学
習
会
～
10

歳
！
若
返
る
足
づ
く
り
～
」

●
日

時

　
３
月
10
日
日
・
14
時
～

●
場

所　
人
権
セ
ン
タ
ー

●
講

師　
柄え

の
も
と本
亜あ

き

こ

紀
子
さ
ん

　
（
み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
認
定　

足
指
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
、
開
始
時
間
ま
で
に
人
権
セ

ン
タ
ー
に
来
て
く
だ
さ
い
。

人権　おはなし

みなさんの生活にも関わる人
権の話。お互いがお互いのこ
とを思えば、もっと暮らしや
すくなるはず。

人権センター　☎（２４５）３５１１

の
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なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

玄界灘で獲れる新鮮な魚

　昨年の 11 月末にリニュー
アルオープンした海鮮丼市場
は、遠賀魚市場に隣接する建
物の２階にあります。ここで
は、朝一番に水揚げされた魚
を安く・おいしく食べられる
とあって、週末にはたくさん
のお客さんでにぎわいます。
　代表取締役の増

ま す だ

田淳
じゅんぞう

三さ
んは「市場に上がってすぐの
魚を食べられるのが魅力。活
きのいい魚を楽しんでくださ
い」と魚の鮮度には絶対の自
信。もともとは魚の卸売をし

ていましたが「新鮮なものを
その場で食べられるように」
と飲食店を構えるようになり
ました。
　今後は、もっとたくさんの
人にこの店を知ってもらえる
ようにと試行錯誤中です。現
在は、中間市の観光事業「フ
ットパス」とのコラボレーシ
ョンも検討しています。歩い
て市内の風景を楽しみ心を満
たした後には、新鮮な魚を食
べてお腹も満たしてみてはい
かがですか。

　　海鮮丼市場 （有限会社　増田水産）

ＭＥＭＯ

〒�809-0001　垣生1297番地3
☎093（246）5530
営業時間　�　10:00～ 14:00
店休日　水曜日
Instagram「masudar1107」で海鮮丼市場の新
鮮な情報を発信しています。新しくなった海鮮
丼市場に来てください。

1. 店で１番人気の「本日の地魚丼」800 円と
「あら汁」200 円。その日に水揚げされた鮮
度抜群の地魚が所狭しと丼ぶりに盛り付けら
れる。2. 店内は約 50 席のテーブルがあるの
で、団体でも安心。3. サバとアジを手に「新
鮮な魚を楽しんで」と笑いかける増田さん。

３２

１

注
目
の
本

特
集
展
示

「
本
屋
大
賞
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作

品
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
」

　

本
屋
大
賞
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作

品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な

た
の
お
気
に
入
り
の
著
書
は
あ

り
ま
し
た
か
。
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
作
品
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

図
書
館
利
用
者
満
足
度　
　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

図
書
館
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
２
月
28
日
木
ま
で

　

名
画
シ
ア
タ
ー　

お
と
な
の　

　

上
映
会「
陽
炎
の
辻　

完
結
編
」

　

山や
ま
も
と本
耕こ

う
じ史
さ
ん
主
演
。
小
説

で
も
人
気
の
「
居
眠
り
磐
音
」
シ

リ
ー
ズ
の
映
画
・
完
結
編
で
す
。

　

８
歳
の
子
の
父
と
し
て
町
で

小
さ
な
剣
術
道
場
を
営
み
穏
や

か
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
磐
音

に
、
再
び
田
沼
の
刺
客
が
迫
り
、

権
力
争
い
の
舞
台
に
巻
き
込
ま

れ
て
い
く
が
…
。

●
日

時

　
３
月
17
日
日
・
14
時
～

●
定

員　
30
人

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
申
込
先　
市
民
図
書
館

　

忘
れ
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

館
内
で
の
忘
れ
物
を
図
書
館

入
口
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
心

当
た
り
が
あ
る
人
は
、
取
り
に

来
て
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
２
月
28
日
木
ま
で

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４
　℻（２４５）４６０８

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　2 月 12 日火、18 日月、
25日月、27日水、3月 4日月

開館時間　９時30分～19時

市民図書館おすすめの本や
イベントを紹介するよ。み
んな遊びに来てね。

コヨーテの翼
（一般書）　双葉社

五十嵐貴久 / 著

２０２０年、国際的スポーツイ
ベントの開会式で命を狙われた
のは日本の総理大臣だった。完
璧な計画を練り上げるスナイパ
ー “コヨーテ ”。対する警視庁
は万全の警備態勢で迎え撃つ。

はらぺこペンギンのぼうけん

氷の大地に生まれたフクフク
は、迷子になったり、カモメと
戦ったりしながら、たくましく
成長していきます。コウテイペ
ンギンのフクフクの物語。「ペ
ンギンのまめちしき」も収録。

吉野万理子 / 作　松成真理子 / 絵

（児童書）　講談社

Ａ�、鶏ひき肉…80g、木綿豆腐…80g、
塩…0.5g、コショウ…少々、酒…大
さじ1/2、白ネギ…1/2 本
Ｂ、固形コンソメ…1/2 個、水…300㎖

ニンジン…1/2 本
キクラゲ…適量（乾燥キクラゲを使う
場合は水でもどしておく）
小ネギ…1本、ごま油…小さじ1/2

材料（２人分）

（１人分）
エネルギー：126㎉、食塩：0.9g

中間市食生活改善推進会の監修に
より、体に優しいレシピを紹介。

今月のレシピ

ニンジンと　　
鶏団子のスープ

Nakama's
キッチン

作り方

①　�ニンジンは皮をむいて、スライサーでリボン状にする。
ネギは小口切りにする。

②　�白ネギはみじん切りにして、ボウルにＡを混ぜ合わせる。

③　�Ｂのスープを温め、②のミンチを団子状に丸めて入れる。
ニンジン、キクラゲを加えて４～５分煮る。

④　�仕上げにごま油と小ネギを入れる。
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中
間
短
歌
会 

選

短 

歌

ダ
ム
湖
と
は
山
の
オ
ア
シ
ス
鴨
浮
寝

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

中
　
山
　
富
　
子

曲
り
ゆ
く
特
急
列
車
大
冬
田

　
　
　
小
田
ヶ
浦
一
丁
目	
平
　
松
　
律
　
子

張
り
付
き
し
踏
む
に
は
惜
し
い
散
り
紅
葉

　
　
　
中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
静
　
子

軒
軒
に
今
年
も
下
が
る
柿か

き
す
だ
れ簾

　
　
　
土
手
ノ
内
一
丁
目	

小
　
田
　
敏
　
子

冬
晴
れ
や
赤
き
花
緒
の
バ
ナ
ナ
売
り

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

石
　
松
　
梅
　
子

木
葉
句
会

俳 
句

雪
降
り
は
食
卓
鍋
で
温
ま
る

　
　
　
弥
生
二
丁
目	

永
　
石
　
ス
ミ
子

通
り
魔
が
地
球
壊
し
て
立
ち
去
っ
た

　
　
　
大
辻
町	

歌
野
原
　
勝
　
信

差
が
詰
ま
り
追
い
抜
く
時
が
や
っ
て
来
た

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

成
　
重
　
広
　
志

目
立
つ
こ
と
好
き
で
透
明
に
は
な
れ
ず

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

志
　
岐
　
け
い
子

割
り
勘
へ
下
戸
の
諭
吉
も
駆
り
出
さ
れ

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 

柳

文芸歳時記
戴

い
た
だ

き
し
薔
薇
は
十と

と

せ年
を
咲
き
継
ぎ
て
幸
せ
色
の
鴇と

き

い

ろ色
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
四
丁
目	

隈
　
井
　
景
　
子

施
設
を
ば
姥う

ば

す

て

や

ま

捨
山
と
い
い
な
が
ら
悠
悠
自
適
と
友
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

孫
嫁
ぐ
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
は
晴
れ
や
か
に
嬉
し
涙
は
笑
顔
で
か
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

七な

な

そ

じ

十
路
を
や
っ
こ
ら
さ
っ
と
越
え
て
き
た
八や

そ

じ

十
路
の
坂
を
如
何
に
越
え
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

戸
　
田
　
恵
美
子

門
松
の
深
き
緑
に
純
白
の
水
仙
、
南
天
の
佳
き
年
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
岡	

金
　
子
　
純
　
子
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こ
の
春
、
入
学
予
定
の
み
な
さ
ん

予
防
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
た
か

　

春
の
入
学
に
備
え
て
、
予
防
接

種
が
済
ん
で
い
る
か
、
母
子
健
康

手
帳
の
「
予
防
接
種
の
記
録
」
の

ペ
ー
ジ
で
再
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
学
校
に
通
い
始
め
る
と
、
活

動
範
囲
も
広
が
り
、
感
染
症
に

か
か
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
ま
だ

受
け
て
い
な
い
予
防
接
種
が
あ
れ

ば
、
医
師
と
相
談
の
う
え
、
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
定
期
予
防
接
種
の
期
間
を
過

ぎ
る
と
有
料（
約
７
、０
０
０
円
～

１
０
、０
０
０
円
程
度
）に
な
り
ま
す
。

　

四
種
混
合

●
無
料
接
種
対
象

　
３
か
月
～
７
歳
５
か
月

●
接
種
回
数　
初
回
３
回
、
追
加

１
回
の
合
計
４
回

　

麻
し
ん
・
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）2
期

●
対

象

　

平
成
24
年
４
月
２
日
～
25
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

●
無
料
接
種
期
間　
３
月
31
日
ま
で

●
接
種
回
数　
１
回

　

日
本
脳
炎
１
期

●
無
料
接
種
対
象

　
６
か
月
～
７
歳
５
か
月

●
接
種
回
数　
初
回
２
回
、
追
加

１
回
の
合
計
３
回

医
療
講
座

市立病院
☎（２４５）０９８１

身近に潜む病気など
を医師がわかりやす
く解説します。

今月のテーマ

前立腺がん

中間市立病院　泌尿器科
久

く ぼ

保 周
し ゅ う た

太 医師

交
通
事
故
で
受
け
る

治
療
と
国
民
健
康
保
険

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者（
自

分
以
外
の
人
）が
原
因
で
治
療

を
受
け
る
場
合
、
通
常
、
国
民

健
康
保
険
の
保
険
証
は
使
用
で

き
ず
、
10
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

必
要
な
医
療
費
は
、
原
則
と
し

て
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の

に
な
り
ま
す
。

　

加
害
者
が
や
む
を
得
な
い
事

情
で
医
療
費
を
負
担
で
き
な
い

場
合
に
は
、
届
出
を
す
る
こ
と

で
保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
で
、
治
療
を

受
け
る
場
合
、
ま
ず
は
健
康
増

進
課
に
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
個
人
の
判
断
で
保
険
証
を
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
け
が
を

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察
に

届
け
、
事
故
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
う
え
で
、
必
ず
健
康
増

進
課
の
窓
口
に
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
届
」
を
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
し
て
保
険
証
を
使
い

治
療
を
受
け
た
と
き
は
、
保
険

者（
中
間
市
）が
後
日
、
加
害
者

に
対
し
て
、
治
療
に
要
し
た
医

療
費
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

○
事
故
証
明
書

○
印
鑑

○
保
険
証

届
け
出
に
必
要
な
書
類

○
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
傷
病
届

○
事
故
発
生
状
況
報
告
書

○
念
書（
兼
同
意
書
）

○
誓
約
書（
加
害
者
側
）

○
同
意
書

※
こ
れ
ら
の
書
類
は
健
康
増
進

課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

示
談
は
慎
重
に

　

健
康
増
進
課
に
届
け
出
る
前

に
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
、
保
険

証
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

示
談
を
す
る
と
き
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

３月の子育てカレンダー
１日金 １歳６か月児健診 受付13:00 ～ 13:30

７日木
２歳児歯科健診 受付13:00 ～ 13:30
２歳６か月児フッ素塗布 受付12:45 ～ 13:00

10日日 両親学級 　　10:00 ～ 12:00
11日月 すくすくあかちゃん広場 　　10:00 ～ 11:30
12日火 わんぱく広場 　　10:00 ～ 11:30
14日木 ４か月児健診 受付13:00 ～ 13:30
28日木 ３歳児健診 受付13:00 ～ 13:30

継
続
免
除
の
納
付
猶
予
承
認
者

に
対
す
る
意
志
確
認
書
の
送
付

　

国
民
年
金
保
険
料
の
継
続
免

除
制
度
で
は
、
保
険
料
の
免
除

を
希
望
す
る
場
合
、
通
常
毎
年

度
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

申
請
書
に
あ
ら
か
じ
め
翌
年
度

以
降
も
全
額
免
除
ま
た
は
納
付

猶
予
を
希
望
す
る
旨
の
意
思
表

示
を
す
る
こ
と
で
毎
年
度
、
申

請
書
の
提
出
が
不
要
と
な
る
制

度
で
す
。

平
成
30
年
６
月
以
前
の

取
り
扱
い

　

納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
人

は
、
翌
年
度
の
審
査
で
は
納

付
猶
予
の
み
を
対
象
と
し
て

お
り
、
全
額
免
除
に
つ
い
て
は

審
査
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
全
額
免

除
の
審
査
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
以
降
取
扱
い

（
制
度
改
正
）

　

平
成
30
年
７
月
１
日
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
書
に
全

額
免
除
を
優
先
し
て
審
査
す
る

旨
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と

で
、
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た

人
に
つ
い
て
も
、
翌
年
度
、
全

額
免
除
の
審
査
の
対
象
と
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

意
思
確
認
書
の
提
出

　

対
象
者
に
は
、
１
月
下
旬
に

「
２
０
１
９
年
７
月
に
納
付
猶

予
か
ら
全
額
免
除
へ
の
切
り
替

え
を
希
望
す
る
か
」
に
つ
い
て

の
意
思
確
認
書
が
日
本
年
金
機

構
よ
り
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
提
出
期
限　
２
月
20
日
水

●
提
出
先　
日
本
年
金
機
構

　
「
意
思
確
認
書
」

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
６

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

医療機関 住所 電話番号 四種
混合 ＭＲ

木村小児科医院 鍋山町16 ー３ （245）0212 ● ●

久原内科医院 蓮花寺一丁目１－８ （246）2850 ● ●

さとうフレンズ
こどもクリニック 中尾一丁目１－21 （701）7330 ● ●

冨岡医院 中鶴一丁目22－１ （245）0318 ●

豊川内科・循環器内科
クリニック 通谷二丁目24－１ （245）8100

■定期予防接種実施医療機関（市内）

医療機関 住所 電話番号 四種
混合 ＭＲ

萩本医院 長津一丁目15－31 （245）1650 ●

むた医院 中鶴四丁目９－８ （244）3131 ● ●

山下医院 東中間二丁目12－22 （982）1475 ● ●

葉医院 垣生179－６ （243）2255 ● ●

吉野内科・胃腸内科
クリニック 鍋山町13－１ （246）0099 ●

※日本脳炎については、一覧に記載している全ての医療機関で予防接種を実施しています。

前
立
腺
が
ん

　

前
立
腺
は
、
男
性
に
だ
け
あ
る

組
織
で
、
膀ぼ

う
こ
う胱
の
す
ぐ
下
に
あ
り
、

尿
道
を
取
り
囲
む
よ
う
に
位
置
し

ま
す
。
前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る

前
立
腺
液
は
、
精
液
の
構
成
成
分

で
、
精
子
を
保
護
す
る
な
ど
の
働

き
が
あ
り
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
で
発

症
す
る
こ
と
が
多
く
、
加
齢
と
と

も
に
そ
の
罹り

か

ん患
率
は
高
く
な
り
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
原

因
の
１
つ
に
、
食
生
活
の
欧
米
化

が
考
え
ら
れ
、
高
脂
肪
の
食
事
は

前
立
腺
が
ん
の
危
険
を
増
し
ま
す
。

血
縁
で
は
、
父
や
兄
弟
に
前
立
腺

が
ん
が
あ
る
場
合
は
、
発
症
確
率

が
上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、
男
性
ホ

ル
モ
ン
に
よ
り
が
ん
が
増
殖
し
症

状
が
悪
化
し
ま
す
。

症
状

　

初
期
は
無
症
状
で
、
進
行
す
る

と
前
立
腺
肥
大
症
と
同
様
な
、
排

尿
困
難
、
残
尿
感
、
頻
尿
な
ど
が

あ
り
、
前
立
腺
肥
大
症
を
併
発
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
が
ん

が
進
行
す
る
と
、
転
移
巣
に
よ
る

症
状
が
出
て
き
ま
す
。

検
査

　

ま
ず
Ｐ
Ｓ
Ａ（
が
ん
腫し

ゅ
よ
う瘍
マ
ー
カ

ー
）の
採
血
を
し
ま
す（
４
ng
／
㎖ 

以
下
が
正
常
）。
ま
た
肛
門
か
ら
指

を
挿
入
し
て
直
腸
診
を
し
、
大
き
さ

や
硬
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
が
ん

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
前
立
腺
生
検

に
よ
る
診
断
を
し
ま
す
。
が
ん
と
診

断
さ
れ
る
と
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
で
転
移
の

有
無
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

治
療

　

年
齢
や
病
期
に
応
じ
て
選
択
し

ま
す
。

○
手
術
療
法
…
転
移
が
な
く
、
合

併
症
が
な
い
人
に
行
い
ま
す
。

※
腹
腔
鏡
や
、
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
手
術
が
あ
り
ま
す
。
術
後
、

尿
失
禁
や
勃
起
機
能
不
全
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
放
射
線
療
法
…
転
移
が
な
い
人

に
行
い
ま
す
。

※
痛
み
の
原
因
と
な
る
骨
転
移
巣

に
対
し
て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
内
分
泌
療
法
…
男
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
や
作
用
を
抑
え
て
、
が

ん
細
胞
の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
に

行
い
ま
す
。

※
ど
の
よ
う
な
病
期
や
年
齢
層
に

対
し
て
も
行
え
ま
す
。

○
化
学
療
法
…
抗
が
ん
剤
を
用
い

ま
す
。

※
内
分
泌
療
法
が
効
か
な
く
な
っ

た
人
に
用
い
ま
す
。
色
々
な
副
作
用

が
あ
る
た
め
に
、慎
重
に
行
い
ま
す
。

○
待
機
療
法
…
無
治
療
Ｐ
Ｓ
Ａ
監

視
療
法
と
も
い
い
、
高
齢
者
で

早
期
発
見
さ
れ
た
悪
性
度
の
低

い
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
行
い

ま
す
。

※
経
過
観
察
し
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｓ

Ａ
採
血
を
お
こ
な
い
ま
す
。
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募
集

保
育
士
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
「
ほ
い
く
福
岡
」

　

県
で
は
、
保
育
士
有
資
格
者

の
就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
マ

ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「
ほ
い
く
福

岡
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

求
職
登
録
や
求
人
検
索
の
ほ

か
面
接
の
申
し
込
み
な
ど
も
で

き
ま
す
。
求
職
説
明
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
就
職
に
役
立

つ
情
報
も
掲
載
し
、
保
育
施
設

へ
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

利
用
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先

　
県
保
育
士
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　
０
９
２（
５
８
２
）７
９
５
５

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

https://www.hoiku-fukuoka.
jp/犬

の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
、
飼
い

主
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
基

本
的
な
こ
と
を
講
習
と
モ
デ
ル

犬
の
実
演
を
交
え
て
説
明
し
ま

す
。
当
日
、
犬
の
同
伴
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
日

時　
３
月
26
日
火
・
13
時

30
分
～
16
時（
受
付
は
13
時
～
）

●
場

所　

県
宗
像
総
合
庁
舎

（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

●
定

員　
20
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
込
締
切　
３
月
15
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
県
宗
像
・
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
４
７
）０
３
４
４

　
℻
０
９
４
０（
４
７
）０
０
３
１

イ
ベ
ン
ト

５
周
年

体
協
・
ミ
ズ
ノ
感
謝
祭

　

ミ
ズ
ノ
が
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
５
周

年
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
記
念

し
て
感
謝
祭
を
行
い
ま
す
。
友

達
と
一
緒
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

●
内

容

○
ミ
ズ
ノ
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
ア
ジ
ャ
タ

○
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路

○
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

●
日

時

　
３
月
16
日
土
・
10
時
～
15
時

●
料

金　
500
円（
参
加
賞
付
き
）

●
対

象　
年
少
～
小
学
生

●
持
ち
物　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

●
申
込
方
法

　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口

●
申
込
締
切　
３
月
８
日
金

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
℻（
２
４
６
）２
８
０
０

第
４
回
ミ
ズ
ノ
杯

野
球
大
会

　
豪
華
優
勝
賞
品
や
参
加
賞
も
あ

る
一
般
軟
式
野
球
大
会
で
す
。

●
日

時　
３
月
３
日
日
・
10
日

日・９
時
～
（
受
付
は
８
時
～
）

●
場

所

　
中
間
仰
木
彬
記
念
球
場

●
料

金

　
１
０
、０
０
０
円（
１
チ
ー
ム
）

●
定

員　
８
チ
ー
ム
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
あ
る

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
２
月
22
日
金

　

代
表
者
会
議
・
抽
選
会

●
日

時

　
２
月
26
日
火
・
19
時
～

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　

い
ず
れ
も

●
申
込
・
問
合
先

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎
・
℻（
２
４
６
）２
８
０
０

す
て
き
な
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

「
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
ろ
う
」

　

ハ
ワ
イ
の
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
「
レ
イ
」
を
生
花
の
代
わ
り

に
リ
ボ
ン
で
作
る
ハ
ワ
イ
ア
ン

ク
ラ
フ
ト
「
リ
ボ
ン
レ
イ
」
に

挑
戦
。
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

●
日

時

　
３
月
２
日
土
・
14
時
～
16
時

●
定

員　
20
人

※
幼
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

●
材
料
費　
300
円

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
問
合
先　
市
民
図
書
館

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
４

お
知
ら
せ

家
庭
用
廃
食
用
油

（
て
ん
ぷ
ら
油
）
の
回
収

　

中
間
市
環
境
衛
生
協
議
会
が
、

家
庭
用
廃
食
用
油（
天
ぷ
ら
油
）

を
回
収
し
ま
す
。

●
回
収
実
施
日　
３
月
10
日
日

　
（
環
境
美
化
の
日
）

※
３
月
５
日
火
ま
で
に
自
治
会

長
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
持
込
時
間　
９
時
ま
で

●
持
込
場
所　
各
自
治
公
民
館

※
自
治
会
に
よ
っ
て
異
な
る
場

合
が
あ
る
の
で
、
自
治
会
長
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

〇
家
庭
用
廃
食
用
油
以
外
は
、
絶
対

に
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〇
洗
剤
な
ど
が
混
入
し
た
廃
食
用

油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

〇
必
ず
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
に
入

れ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

よ
り
安
全
な
輸
血
用
血
液
の

安
定
供
給
を
行
う
た
め
、
新
中

間
病
院
で
献
血
バ
ス
を
利
用
し

た
献
血
を
行
い
ま
す
。

　

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患

者
さ
ん
の
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
日

時　
２
月
21
日
木
・
13
時

30
分
～
16
時

●
場

所　
新
中
間
病
院

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

遠
賀
川
中
島
で
火
入
れ

　

遠
賀
川
の
中
島
で
は
豊
か
な

自
然
環
境
の
再
生
を
目
指
し
た

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

遠
賀
川
で
減
少
し
つ
つ
あ
る
水

辺
の
ヨ
シ
原
・
オ
ギ
原
の
再
生
・

維
持
を
図
る
目
的
で
試
験
的
に

火
入
れ（
野
焼
き
）を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
灰
が
舞
う
こ
と
が
あ

り
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
日

時

　
３
月
10
日
日
・
９
時
30
分
～

※
予
備
日
は
３
月
24
日
日
で
す
。

●
問
合
先　
遠
賀
川
河
川
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
２
２
）１
８
３
０

県
議
会
議
員
選
挙
の

立
候
補
者
説
明
会

　

４
月
７
日
に
執
行
さ
れ
る
福

岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙（
中
間

市
選
挙
区
）の
立
候
補
予
定
者
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日

時

　
２
月
28
日
木
・
13
時
30
分
～

●
場

所　
福
岡
県
庁（
福
岡
市

博
多
区
東
公
園
７
‐
７
）

●
問
合
先　
県
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
０
７
７

農
業
経
営
者
の
み
な
さ
ん

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営

を
客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重

要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

　

青
色
申
告
を
行
う
農
業
者（
個

人
・
法
人
）は
収
入
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
。
収
入
保
険
は
、
全

て
の
農
産
物
を
対
象
に
自
然
災

害
や
価
格
低
下
な
ど
に
よ
る
収

入
減
少
が
生
じ
た
場
合
に
補
償

す
る
保
険
で
す
。
最
寄
り
の
福

岡
県
農
業
共
済
組
合
の
各
支
所

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る

た
め
に
は
、
個
人
の
場
合
、
３

月
15
日
ま
で
に
所
轄
の
税
務
署

に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
告
を
行
え
ば
そ
の
年
分

の
所
得
か
ら
青
色
申
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
告
時
期　
翌
年
２
月
～
３
月

●
問
合
先

　
九
州
農
政
局
福
岡
県
拠
点

　
☎
０
９
２（
２
８
１
）８
２
６
１

消
防
訓
練
用
資
器
材
の
整
備

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
補
助
を
受
け
、
煙
体
験

ハ
ウ
ス
と
防
火
法
被
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

煙
体
験
ハ
ウ
ス
は
、
火
災
な

ど
の
煙
の
発
生
時
に
避
難
す
る

こ
と
を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
し
ご
と

合
同
説
明
会

　

シ
ニ
ア
の
就
業
を
支
援
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
企
業

と
の
面
談
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、
専

門
相
談
員
が
み
な
さ
ん
の
希
望

を
伺
う
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
過
ご
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提

供
す
る
「
ア
ラ
カ
ン
フ
ェ
ス
タ
」

と
の
同
時
開
催
で
す
。
気
軽
に

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時

　
３
月
16
日
土・正
午
～
15
時（
受

付
は
11
時
～
14
時
30
分
）

●
場

所

　

福
岡
国
際
会
議
場（
福
岡
市
博

多
区
石
城
町
２
‐
１
）

●
対

象

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

●
問
合
先　
福
岡
県
70
歳
現
役
応

援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
４
３
２
）２
５
４
０

○
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://70-f.net/

解
雇
・
雇
止
め

集
中
相
談
会

　

県
労
働
者
支
援
事
務
所
で
は
、

電
話
や
面
談
に
よ
る
労
働
相
談

に
対
応
す
る
た
め
集
中
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

職
場
で
生
じ
た
問
題
に
つ
い

て
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
ま
た
相
談
内
容
に
よ
り

弁
護
士
と
連
携
し
た
相
談
を
行

い
ま
す
。

●
日

時　
２
月
20
日
水
～
21
日

木
・
９
時
～
20
時（
受
付
は
19

時
30
分
ま
で
）

●
場

所　
県
北
九
州
労
働
者
支

援
事
務
所（
小
倉
北
区
浅
野
三

丁
目
８
‐
１
）

●
問
合
先　
県
北
九
州
労
働
者
支

援
事
務
所

　
☎（
９
６
７
）３
９
４
５

再
生
品
展
示
販
売

　

中
間
・
遠
賀
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
で
は
、
ご
み
の
分
別
収
集

に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
、
再
資

源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
た
家
具
類
を
再
生
し
、
展

示
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

●
申
込
条
件　
市
内
ま
た
は
遠
賀

郡
管
内
在
住
者

●
申
込
方
法　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
に
あ
る
申
込
用
紙
を
提
出

※
１
点
に
複
数
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　
２
月
25
日
月
～
３

月
３
日
日
・
９
時
～
16
時
30
分

※
３
月
３
日
日
は
11
時
30
分
ま

で
で
す
。

●
抽
選
日
時

　
３
月
３
日
日
の
受
付
終
了
後

※
当
選
者
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

ま
す
。

●
搬
出
期
間

　
抽
選
終
了
後
～
３
月
９
日
土

※
購
入
品
の
配
達
は
行
い
ま
せ

ん
。各
自
で
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
品

目　
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、

テ
ー
ブ
ル
な
ど
約
130
点

●
場
所
・
問
合
先　
中
間
・
遠
賀

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎（
２
４
５
）５
３
７
４

不
妊
治
療
費
の
一
部
助
成

　

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に

治
療
が
終
了（
中
断
含
む
）し
、

助
成
申
請
に
当
て
は
ま
る
人
の

申
請
期
限
は
平
成
31
年
３
月
29

日
金
ま
で
で
す
。

　

助
成
金
額
や
回
数
な
ど
、
詳

し
く
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
対

象　
指
定
医
療
機
関
に
お

い
て
、
特
定
治
療（
体
外
受
精

ま
た
は
顕
微
授
精
）と
併
せ
て

男
性
不
妊
治
療
を
行
っ
た
法
律

上
の
夫
婦

●
所
得
制
限　
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
、
730
万
円
未
満
の
夫
婦

●
問
合
先　
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
７
）４
０
７
０

防災無線の放送が聞き取れなかったとき
に、下記の番号に掛けると 24 時間以内
の直近１件の放送内容を確認できます。
通話料金は利用者負担です。

なかまコミュニティ無線（防災行政無線）
確認ダイヤルサービス

●確認ダイヤル番号
☎０５０（５５７８）２６２４

消防訓練時に活用して、防火防災
意識を高めましょう。
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日 曜 ３　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 金

2 土
○おはなし会（図書館員）　市民図書館　（11:00 ～）
○�すてきなハンドメイド「リボンレイでストラップを作ろう」　市民図書館　
（14:00 ～ 16:00）

3 日 ○第４回ミズノ杯野球大会　仰木彬記念球場　（開会式8:00 ～）
4 月
5 火
6 水
7 木 ○健康づくりサポート教室　保健センター　（受付9:00 ～ 9:30）
8 金 ○市内中学校卒業証書授与式　市内各中学校
9 土
10 日 ○第４回ミズノ杯野球大会　仰木彬記念球場　（9:00 ～）
11 月
12 火
13 水 ○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 ～ 15:30）

14 木
○�「子育て女性再就職支援」出張面接相談（3/12までに要予約）　人権センタ

ー　（10:00 ～ 12:00）
○時間外窓口開設　市民課など　（17:15 ～ 19:00）

15 金 ○市内小学校卒業証書授与式　市内各小学校
16 土 ○おはなし会（ほっとブックなかま）　市民図書館　（11:00 ～）

17 日

○�第19回中間市ダブルステニス大会（硬式）　ジョイパルなかま庭球場　（9:00
～）　※予備日は24日
○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 ～ 12:00）
○第3回　I♡なかま　遠賀川フェス　市役所前河川敷　（11:00 ～ 18:00）
○�世界遺産登録３周年記念「産業遺産の楽しみ方」講演会　なかまハーモニ

ーホール　（13:30 ～ 14:30）
○第二十回なかまアマチュア寄席　なかまハーモニーホール　（14:00開演）
○名画シアター（おとなの上映会）「陽炎の辻」　市民図書館　（14:00 ～）

18 月
19 火 ○出張消費生活相談　働く婦人の家　（15:00 ～ 16:30）
20 水
21 木

22 金 ○�スタインウェイを弾いてみよう（26日まで）　なかまハーモニーホール　
（10:00 ～ 21:00）（22日・11:00 ～、26日・～ 20:00）

23 土
○�ファッション講座受講生による作品展（25日まで）　なかまハーモニーホー

ル　（10:00 ～ 16:00）
○おはなし会（なかまフレンズ）　市民図書館　（11:00 ～）

24 日 ○第2回ミズノカップバドミントン大会　体育文化センター　（9:00 ～）
○ナカマラボ（和ろうそくラボ）　中央公民館　（10:00 ～ 12:00）

25 月
26 火
27 水

28 木 ○時間外窓口開設　市民課など　（17:15 ～ 19:00）
○市税などの夜間納付窓口の開設（29日まで）　収納課　（17:15 ～ 19:00）

29 金
30 土
31 日
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■公共施設問合先■

12 月 累計
建 物 1 件 9 件
林 野 ０件 0 件
車 両 ０件 0 件
その他 ０件 3 件
件 数 1 件 12 件

■火災発生件数■

■人の動き■
平成 30 年 12 月末現在（前月比）
○人 口…42,065 人（+7）
○ 男 …19,596 人（+14）
○ 女 …22,469 人（－ 7）
○世帯数…20,556 世帯（+1）

11 月 累計
件 数 17 件 205 件
死 者   0 人 4 人
負傷者 24 人 283 人

■交通事故発生件数■
平成 30 年 11 月末現在

み
ん
な
集
合

陶
芸
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か

　

働
く
婦
人
の
家
陶
芸
グ
ル
ー
プ

「
蛙が

い
ろ
め目
工
房
」
で
は
、
会
員
を
募

集
中
で
す
。

　

あ
な
た
だ
け
の
お
湯
呑
み
、
コ

ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
1
つ
だ
け
で

も
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、

お
手
軽
陶
芸
体
験
も
あ
わ
せ
て
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
毎
週
水
曜
日
・
13
時

30
分
～
15
時
30
分

※
祝
日
は
休
み
で
す
。

●
講

師　
杣そ

ま

淡た
ん
よ
う羊
さ
ん

●
月
会
費　
２
、５
０
０
円

●
場

所

　
働
く
婦
人
の
家
・
陶
芸
作
業
所

●
問
合
先　
桑
原
携
帯

　
☎
０
９
０（
９
０
７
６
）０
５
８
６

川
柳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　

川
柳
に
興
味
の
あ
る
人
、
句
会

に
出
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

か
ら
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

も
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。「
川

柳
く
ろ
が
ね
吟
社
」
は
、
市
内
で

句
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

柳
友
約
220
人
が
九
州
北
部
を
中

心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
会
で
日
々

川
柳
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

●
開
催
場
所
・
日
時

○
中
央
公
民
館
…

　
第
一
金
曜
日
・
13
時
～
15
時

○
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
…

　
第
一
日
曜
日
・
12
時
30
分
～
15
時

○
弥
生
公
民
館
…

　
第
一
月
曜
日
・
10
時
～
正
午

○
新
手
公
民
館
…

　
第
四
土
曜
日
・
13
時
～
15
時

●
会

費　

○
機
関
誌
毎
月
発
行
誌
友
費
…

　
４
、８
０
０
円（
１
年
）

○
句
会
費
開
催
場
所
利
用
料
…

　
100
円
～
200
円（
１
回
）

●
問
合
先　
吉
富
宅

　
☎（
２
４
４
）７
２
９
８

網
膜
色
素
変
性
症
・

医
療
講
演
会

　

網
膜
色
素
変
性
症
に
対
す
る
治

療
研
究
は
目
覚
ま
し
く
進
歩
し
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
薬
物
治
療
、

再
生
医
療
、
遺
伝
子
治
療
、
人
工

網
膜
な
ど
、
多
方
面
か
ら
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

九
州
大
学
病
院
で
は
、
遺
伝
子

治
療
の
臨
床
研
究
が
６
年
前
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
効
果
・
有
効

性
を
確
認
す
る
治
験
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
に
当
初
か

ら
携
わ
る
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

遺
伝
子
治
療
や
最
新
の
治
療
研
究

に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
ま
す
。

●
日

時　
３
月
10
日
日
・
13
時

～
15
時（
受
付
は
12
時
20
分
～
）

●
演

題

　
網
膜
色
素
変
性
に
対
す
る
最
新

の
治
療
法
開
発
に
つ
い
て

●
講

師　
池い

け
だ田
康や

す
ひ
ろ博
さ
ん

　
（
九
州
大
学
大
学
院　

医
学
研

究
院
准
教
授
）

●
場

所　

ウ
ェ
ル
と
ば
た（
戸

畑
区
汐
井
町
１
‐
６
）

●
対

象　
患
者
・
家
族
、
福
祉

関
係
者
、
興
味
が
あ
る
人

●
問
合
先　
県
網
膜
色
素
変
性
症

協
会
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
福
岡

　
☎
０
９
０（
９
５
６
２
）２
７
６
８

講
演
会

大
人
の
発
達
障
が
い

　

発
達
障
が
い
と
い
わ
れ
る
特
性

を
抱
え
つ
つ
大
人
に
な
っ
た
彼
ら

は
、
社
会
の
中
で
何
を
感
じ
、
ど

ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
彼
ら
の
困
り
ご
と
や
思
い
を

知
る
こ
と
で
、
本
当
に
必
要
な
支

援
と
は
何
な
の
か
、
考
え
る
機
会

に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

●
日

時　
３
月
６
日
水
・
14
時

～
15
時
30
分

●
場

所　

宗
像
総
合
庁
舎（
宗

像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

●
テ
ー
マ

　
発
達
障
が
い
と
共
に
生
き
る

●
講

師　
緒お

が
た方
よ
し
み
さ
ん

　
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

だ
ま
園
長
）

●
定

員　
70
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
２
月
20
日
水

●
申
込
・
問
合
先　
県
宗
像
・
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）２
４
７
３

優
良
運
転
者
を
表
彰

　

折
尾
地
区
優
良
運
転
者
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。
申
請
の
方
法
な
ど
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　
３
月
１
日
金
～
29
日
金（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
資

格

　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
人

○
折
尾
交
通
安
全
協
会
の
会
員

　
（
申
請
時
の
入
会
者
を
含
む
）

○
自
動
車
の
運
転
免
許（
原
付
免

許
を
含
む
）を
受
け
、
５
年
以

上
ま
た
は
10
年
以
上
運
転
を
継

続
し
、
無
事
故
・
無
違
反
の
人

※
同
種
以
上
の
賞
を
す
で
に
受
賞

さ
れ
た
人
は
除
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
折
尾
交
通
安

全
協
会（
折
尾
警
察
署
内
）

　
☎（
６
０
１
）１
８
１
８

みんなで作るページだぬん。お知らせ
やイラストなどを送ってほしいぬん。
●�応募・問合先　秘書広報課
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp

１月号のクロスワードパズルの答え
Ａ、一

い っ し ん ふ ら ん

心不乱
たくさんのご応募ありがとうございました。
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■
 発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
秘

書
広

報
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報
な
か
ま

平
成
31
年
２
月
号
N
o.1039

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

31円
で

す
。

■�「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

■ 点字・声の広報なかまを発行しています
　目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
●問合先　秘書広報課広報広聴係
　☎（２４６）６２７１

編集後記

NAKAMA’ s Letter

２

成人式（関連記事＝Ｐ12）に参加し、新成人の門出を祝福
しました。新成人にとって、大人になることへの不安も

あるでしょうが、その晴れやかな衣装や笑顔、また時折見せる
真剣な眼差しを見ていると、これからの中間市に大きな希望
を持つことができました。中間市の未来を担うみなさんには、
ぜひとも日本にとどまらず、世界に目を向けて大きく羽ばたい
ていただきたいと思います。そして、一回りも二回りも大きくな
って、故郷である中間市に帰ってきてください。

市長っていったい何をしているんだろう。
NAKAMA のために日々奮闘を続ける、
市長の足あととその想いを写真で巡ります。

新成人よ大きく羽ばたけ １

３
１.�成人式で総合司会や誓いのこと

ば、意見発表などを務めた中間
南中学校卒業生と記念撮影。

２．�消防出初式で、麻
あ そ う

生太
た ろ う

郎副総理
兼財務・金融担当大臣とともに
消防団員を観閲。

３.�冬の朝空にかかる虹。七色の光
が中間の未来を照らす。

４.��「昨年に続き市の魅力を全力発信
しよう」と年始の訓示を述べた。

４

▶今月号の特集で読書について取材し、
図書館のおはなし会では読み聞かせ
の大切さと奥深さを感じました（P3 ～
P5）。また、この取材を通じ、家での読
み聞かせをより丁寧にしようと心がけ
るようにもなりました。ところが、肝
心の反応はいつもと変わらず…。いつ
かこの思いが伝わってくれることを信
じて絵本をめくっています。（卓）
▶新年が明けて毎年恒例の惣社宮への
初詣。お参り後に、今年の運勢を占う
おみくじを引くと…。私「小吉」妻「小吉」
息子「小吉」と見事なトリプル小吉。「お
ぉぉぉ…」となったあと買い物に行くと、
景品がもらえるくじ引きのチャンスが。
息子がサッと「小吉」を掴み取り、ト
イレットペーパーをゲット。運気は尻
上がりに上げていこうと思います。（翔）

わが家の「アイドル・ヒーロ
ー」を掲載しませんか。対象
は未就学児までです。必要
事項に写真を添えて、メー
ルで応募してください。
●�必要事項　氏名、ふりが

な、生年月日、住所、連絡先、
メッセージ（40 ～ 50 字）

●�応募・問合先　広報広聴係
　☎（246）6271
○メールアドレス…
　koho@city.nakama.lg.jp

わが家の

すこやか
ちゃん

H30.2.22 生　（中央二丁目）
津
つ む ら

村 凪
な ぎ さ

咲ちゃん
H30.7.23 生　（岩瀬二丁目）

島
し ま だ

田 桃
も も は

羽ちゃん

好奇心旺盛な凪ちゃん。９か
月で歩けるようになったね！
これからも元気に育ってくだ
さい♡

可愛い！可愛い！桃ちゃん♡♡
家族みんながその愛らしさに
癒されっぱなしです。これから
もいっぱい笑って過ごそうね！

NAKAMA’

 Lette
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    nakappa loves friends♬    nakappa loves c
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